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T O P I C S 地域医療と バトン

消化器内科診療を
強化します。
天満橋総合クリニックの外来部門は、新たに是枝ちづ医
師と中橋佳嗣医師が診療に加わり、消化器部門の診療が
強化されました。両医師は、消化器疾患のなかでも、と
くに肝臓病の診療を専門分野としています。
また、消化器部門の診療を強化するため、経鼻内視鏡な
どの内視鏡検査機器を充実させ、さらに肝疾患の精密な
診断にきわめて有用な超音波検査装置「Aplio A500」
を新たに導入しました。これには、びまん性肝疾患を定
量的に評価可能なAcoustic Structure Quantification

(ASQ)とElastographyを搭載しています。これにより、
肝生検のような侵襲的検査にたよらなくても、びまん性
肝疾患の障害の程度をかなり詳細に評価することが可能
となります。
天満橋総合クリニックの内科外来は、ウイルス性肝炎、
代謝性肝疾患、自己免疫性肝疾患などの広範な肝疾患の
診療に対応できます。また、肝疾患以外の消化器疾患に
も広く対応できます。

同封のアンケートに
ご協力お願いいたします。

お忙しい中、お手数をおかけしますが、

編集内容の質向上にご協力いただけますよう、

お願いいたします。

ご記入いただいたアンケートは下記番号へ、

FAXにてお送りいただきますようお願いいたします。

関西医科大学地域医療センター

FAX . 072-804-2861

中橋医師を中心に、肝臓専門医がDAA治療！

チーム医療で高度で良質な内科診療を
機能的に行います。

是枝医師を中心に代謝性の肝疾患に対応！

近年、C型肝炎ウイルス（HCV）の特定機能領域を標的とする
直接作用型抗ウイルス薬（DAA）の開発が進み、インターフェ
ロン（IFN）フリー治療が可能となってきました。臨床試験の結
果では、これらの治療は副作用も少なく、驚異的に良好な治療
成績を示しています。今後、IFNフリーの DAA による治療は急
速に普及するものと思われます。当クリニックでは、大学附属病
院においてC型肝炎の豊富な治療実績を有する中橋医師を中心
に、肝臓専門医がDAA治療に対応します。これらの治療により、
感染症としての C 型肝炎は、今後激減すると予想されます。し
かし、肝炎治癒後も肝がん発症のリスクがあり、定期的な検査
が必要です。当クリニックでは、C型肝炎治療後の定期的な検
査を、患者さんの利便性に配慮して行います。
肝がん発症の危険因子であるにもかかわらず放置されているこ
とが多いB型肝炎ウイルスキャリアの定期的検査にも対応します。

治療の進歩によりウイルス性肝炎は確実に減少に転じています
が、一方では肥満人口の増加に伴い、メタボリックシンドローム

の肝病変と言われている、非アルコール性脂肪性肝疾患
（NAFLD）、非アルコール性脂肪性肝炎（NASH）などの代謝
性肝疾患は明らかに増加しています。NAFLD の日本人有病率
は30%に近づいており、特にNASHは進行性の肝疾患であり、
放置すると肝硬変へと進展、さらに肝がん発症の重要な原因と
もなっています。今後ますますこの分野への対策が重要となっ
てきます。当クリニックでは、大学附属病院において NASH の
豊富な治療実績を有する肝蔵専門医の是枝医師が中心となり、
最新の超音波検査機器を用いた診断等による病状の正確な診断
を行い、さらに糖尿病専門医や看護師、保健師、栄養士が加わ
ることにより包括的チーム医療を行なっています。

天満橋総合クリニックは、他の附属病院と比較すれば入院設備
を持たない小規模なクリニックですが、最新の検査機器も導入
されており、総合内科専門医、消化器専門医、肝臓専門医、腎
臓専門医、糖尿専門医、循環器専門医、放射線科専門医、超
音波専門医が常勤として勤務しています。これら医師に加えて
栄養士、看護師、保健師がチームとなって、関西医科大学附属
の医療機関に相応しい高度で質の高い診療を、患者さんの利便
性を図りつつ、効率的に行います。

ご協力ありがとうございました。

ご記入いただいたアンケートは下記番号へ、FAXにてお送りいただけますようお願いいたします。

●広報誌「つなぐ」をご覧になった評価をお聞かせください。

 

　□ 満足　　□ まあ満足　　□ どちらともいえない　　□ やや不満　　□ 不満

 

●面白かった記事はどれですか？

 

　

 

●面白くなかった記事はどれですか？

 

　

 

●今後、記載してほしい記事は何かありますか？

 

　□ 医師について　　□ 医療機器について　　□ その他 （　　　　　　　　　　　   ）

 

●年１回の発行をしていますが、回数について、いかがでしょうか？

 

　□ このままで良い　　　　□ もう少し発行回数を増やしてほしい （　　　 回が良い） 

関西医科大学地域医療センター FAX . 072-804-2861

FAXアンケートに
ご協力ください。

地域医療連携を深めるために

「つなぐ＋believe」を発行しています。

今回で第４号を迎えます。

今後より内容を充実させていくために、

あなた様のご意見をお聞かせください。

いただいたご意見は、今後の記事の参考にさせていただきます。

私たちは地域医療を支えるみなさまとの相互理解を深め、

より強固に、よりスムーズに医療連携を支えていくため、

関西医科大学の附属４施設

（附属枚方病院、附属滝井病院、香里病院、天満橋総合クリニック）の

今をお知らせするとともに、

みなさまのご意見を広く拝聴していきたいと考えております。

本誌のタイトル「つなぐ＋believe」には、

医療をつなぐ、命をつなぐ、願いをつなぐ、

そのためには医療機関同士の信じあえる心が

支えとなるという思いを込めています。

私たちが考える「つなぐ」という思い。

大分医科大学　卒業
関西医科大学内科 研修医
関西医科大学内科学第三講座　研修医
兵庫県立尼崎病院　内科 研修医
関西医科大学内科学第三講座　研究医員
関西医科大学内科学第三講座　助手
米国 University of Colorado Health 
Sciences Center, Department of 
Pharmacology,Postdoctoral fellow
関西医科大学内科学第三講座 附属枚方病院　
病院講師
関西医科大学内科学第三講座　診療講師
関西医科大学天満橋総合クリニック　内科医長

昭和60年　

昭和61年
　　
平成3年　
平成4年　 
平成5年　

平成19年　

平成24年　
平成27年

●主な資格
日本肝臓学会専門医
日本消化器病学会専門医
日本内科学会認定医
日本医師会認定産業医
医学博士

内科　医長
中橋　佳嗣　（ナカハシ　ヨシツグ）
プロフィール
●略歴

関西医科大学　卒業
関西医科大学 内科学第三講座　研修医
関西医科大学 内科学第三講座　入局
関西医科大学 内科学第三講座　助手 
公立忠岡病院　医員（消化器内科）
関西医科大学 内科学第三講座　助手
関西医科大学 内科学第三講座 附属滝井
病院　病院講師  
関西医科大学 内科学第三講座 附属滝井
病院　肝臓病センター兼任
関西医科大学 内科学第三講座　診療講師
関西医大天満橋総合クリニック　内科医長
（予防医療担当）

昭和52年 　
昭和52年　
昭和53年　 
昭和55年    
   
昭和57年 　  
平成19年   
  
平成21年 　

平成24年
平成26年

 

内科　医長（予防医療担当）
是枝　ちづ　（コレエダ　チヅ）
プロフィール
●略歴

●主な資格
日本肝臓学会専門医
日本消化器内視鏡学会専門医
日本消化器病学会専門医
日本内科学会認定医
日本医師会認定産業医
医学博士




